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会社分割（簡易新設分割）による子会社設立に関するお知らせ 
 

当社は、平成 27年 12 月 14日開催の取締役会において、当社グループの事業を構成する IoT ソリューショ

ン事業、IoT半導体事業、IoT特許事業および出版映像等事業においてそれぞれ独立採算を目指す方針を定め、

その方針の一貫として平成 28 年１月４日付（予定）にて、出版映像等事業を下記のとおり会社分割し、その

事業を新たに設立する会社に承継することを決定したのでお知らせいたします。 

なお、本会社分割は当社単独の簡易新設分割であるため、開示事項・内容を一部省略して開示しております。 

 
記 

 

１. 会社分割の目的 

当社グループは、旧来の総合エンターテインメント関連事業やソフトウェア基盤技術を中心とした事業からテ

クノロジー事業を中心とする事業への転換を行い、Internet of Things（IoT）のスタートアップ企業として再

出発いたしました。当社グループでは、テクノロジー事業におけるIoTソリューション、IoT半導体、IoT特許の

３つの事業と、出版映像等事業をあわせた４つの事業を収益の柱として事業を推進しております。 
 

IoT関連事業分野においては、急速に拡大し続けているIoTグローバルマーケットに向けて当社の技術を用いた

IoT製品の実現とIoTソリューションの提供による売上の増大と利益の拡大に全力で取り組んでおります。併せて、

それぞれの事業が将来的に独立採算にて活動ができるよう、収益管理の強化も進めております。 
 

一方、もうひとつの収益の柱である出版映像等事業は、Webコミック[Comicメテオ]及び[Comicポラリス]を提

供するフレックスコミックス株式会社（以下「フレックス社」）のコミック事業と、株式会社ほるぷ出版（以下

「ほるぷ社」）の絵本・児童書事業で構成しており、堅実な刊行計画、増刷及びコストオペレーション等による

収益性の改善策が奏功し、当該事業の黒字化が見通せる状況となりました。また、平成24年のフレックス社及び

ほるぷ社の買収に伴い発生したのれん償却が平成27年９月に終了したことにより、今後は事業の収益がそのまま

出版映像等事業の業績につながる状況となりました。今後は当社グループの安定した収益基盤として、恒常的な

利益の計上を目指してまいります。 
 

当社グループでは、コミック事業を運営するに当たり、著作者からの著作物利用に係る契約や第三者に対する

著作物の利用許諾に関する契約、出版物を製造するための業務委託契約等は当社が締結しており、それらの権利

義務はすべて当社に属しております。一方で、当社にはテクノロジー事業も存在するため、コミック事業の分社

化により、事業の収益管理の強化と事業運営の効率化、意思決定の迅速化を図ることが最良であると判断いたし

ました。当該会社分割により、コミック事業の継続的かつ安定的な事業運営の実現と更なる収益の拡大を目指し

てまいります。 

 

２. 会社分割の要旨 

（１） 分割の日程 

新設分割計画の取締役会承認  平成 27年 12月 14日 

分割期日（効力発生日）   平成 28年１月４日（予定） 

なお、本会社分割は、会社法第805条の規定に基づき、株主総会の承認を得ることなく行います。 
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（２） 会社分割の方式 

当社を分割会社とし、新たに設立する「株式会社アプリックスＩＰパブリッシング」（以下「新設会

社」）に事業の一部を承継させる新設分割（簡易新設分割）です。 

 

（３） 株式の割当 

新設会社は、本会社分割に際して普通株式1,000株を発行し、すべてを当社に割り当て交付し、当社

の完全子会社となります。 

 

（４） 分割会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

 当社が発行する新株予約権の取扱いについて、本会社分割による変更はありません。なお、当社は新

株予約権付社債を発行しておりません。 

 

（５） 分割により減少する資本金 

本会社分割に際して資本金の減少はありません。 

 

（６） 新設会社が承継する権利義務 

新設会社は、当社が出版映像等事業に関連して有する資産、負債、契約、その他の権利義務を分割計画

に定める範囲において承継いたします。 

 

（７） 債務履行の見込み 

 本会社分割において、当社及び新設会社が負担するべき債務については、履行の見込みに問題がない

と判断しております。 
 

３. 分割当事会社の概要  

 
分割会社 

（平成27年６月30日現在） 

新設会社 

（平成28年１月４日設立予定） 

（１）商号 アプリックスＩＰホールディングス株式会社 株式会社アプリックスＩＰパブリッシング 

（２）事業内容 
テクノロジー事業 

出版映像等事業 

出版映像等事業 

（３）設立年月日 昭和 61年２月22日 平成 28年１月４日（予定） 

（４）本店所在地 東京都新宿区西早稲田二丁目20番９号 東京都新宿区西早稲田二丁目20番９号 

（５）代表者 代表取締役 兼 取締役社長 郡山 龍 代表取締役社長 郡山 龍 

（６）資本金 13,416百万円 50百万円 

（７）発行済株式総数 12,753,930株 1,000株 

（８）決算期 12月 31日 12月 31日 

（９）大株主及び 

持株比率 

株式会社ＮＴＴドコモ      11.76％                      

郡山 龍             8.46％                        

日本トラスティ・サービス信託銀行 

株式会社（信託口）               3.64％              

ＣＲＥＤＩＴ ＳＵＩＳＳＥ  

ＳＥＣＵＲＩＴＩＥＳ  

（ＥＵＲＯＰＥ）  

ＬＩＭＩＴＥＤ ＰＢ  

ＯＭＮＩＢＵＳ ＣＬＩＥＮＴ  

ＡＣＣＯＵＮＴ 

（常任代理人 クレディ・スイス 

証券株式会社）                   2.55％    

アプリックスＩＰホールディングス株式会社 

                 100％ 
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日本マスタートラスト信託銀行 

株式会社（信託口）         1.71％     

 

４. 分割会社の直前事業年度の財政状況及び経営成績（連結） 

 
アプリックスＩＰホールディ

ングス株式会社 

決算期 平成 26年 12月 

純資産 4,455百万円 

総資産 5,964百万円 

売上高 2,172百万円 

営業利益 △2,766百万円 

経常利益 △2,672百万円 

当期純利益 △3,311百万円 

１株当たり当期純利益 △264.08円 

１株当たり配当金 - 

１株当たり純資産 355.29円 

 

５. 分割する事業部門 

（１） 分割する事業の内容 

出版映像等事業 

 

（２） 分割する事業の平成26年 12月期における経営成績 

 分割事業（a） 当社単体実績（b） 比率（a/b） 

売上高 476百万円 1,584百万円 30.1％ 
 

（３） 分割する資産、負債の項目及び金額（平成27年９月30日現在） 

資産 負債 

項目 帳簿価額 項目 帳簿価額 

流 動 資 産 298百万円 流 動 負 債 74百万円 

固 定 資 産 - 固 定 負 債 - 

合 計 298百万円 合 計 74百万円 

（注）平成27年９月30日現在の帳簿価額を基準に算出しているため、実際に分割する資産及び負債の

金額は上記金額と異なります。 

 

６. 会社分割後の状況 

（４） 当社の状況 

本会社分割による当社の商号、事業内容、本店所在地、代表者の役職・氏名、資本金、決算期の変更

はありません。 

 

（５） 新設会社の状況 

新設会社については、「３．分割当事会社の概要」をご参照ください。 

 

７. 今後の見通し 

 本会社分割は当社による単独新設分割であるため、当社の連結業績に与える影響は軽微です。 

以 上 


